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リボ ゾ
ー

ム RNA 遺伝子 と RAPD に基 づ くラフ ィ ド藻

　　　 Heterosigm α　ak αshitoo の分子識別

　　　吉川　毅 。°早川 法 予 ・坂 田 泰造 （鹿大 水 ）

【目的】ラ フ ィ ド藻 Heterosigma　akashiwo は 赤潮原 因 藻

類の
一

種で あ り，養殖魚介類の 大 量 斃死 を 誘発 して 多大

な 漁業被害を 与え て い る。加 え て 本藻 は，近 年広 域化 が

顕著 で あ り，そ の 対 策 が急 が れ て い る 。 本研究 で は，本

藻の 広 域化 メ カ ニ ズ ム の 解 明 を 目的 と して，核，葉緑体

ゲ ノ ム DNA に コ
ー

ドされ て い る リ ボ ゾ
ー

ム RNA 遺伝

子 （rDNA ），あ る い は RAPD を 指標 とした H ．　akashiwo
の 個 体群解析 を試み た 。

【方法】H ．akashiwo 　ee児島湾産株 （Ho ，
　Hy）， 五 ケ 所湾

産株 （NIES −5），大阪湾産株 （NIES −6），計 4株 の 培

養細胞 か ら CTAB 法 に よ り DNA を 抽 出 した 。 こ れ を

鋳型 に ， 核 ゲ ノム に コ
ードさ れて い る リ ボ ゾ

ー
ム 小 サ ブ

ユ ニ ッ トRNA 遺伝 子 （SSU 　rDNA ），大 サ ブ ユ ＝一ッ ト

RNA 遺伝子 （LSU 　 rDNA ），並び に 葉緑体ゲ ノ ム に コ ー

ド さ れ て い る SSU　rDNA を PCR に よ り増幅 し，そ の

塩基配列を 決定 した。得 られ た 塩 基 配 列 を 多 重整 列に 供

し た 後 ，近 隣結 合 法 に よ り分子系統樹 を 作 成 した 。 ま

た，コ モ ン プラ イ マ ー
　A70 ，　A71 （Bex ）を用 い て PCR

を 行 っ た後，増幅産物 をア ガ ロ ー
ス ゲ ル 電気泳 動に供 し，

RAPD 解 析 を行 っ た。

【結 果 】rDNA の 塩基配列に 基づ く分 子 系統解析の 結果，
鹿児島湾産株は NIES −5 株，　 NIES −6 株 と共 に ラ フ ィ ド

藻類 ク ラ ス ターに属 し ， 且 akashiwo （DDBJ ア ク セ ッ

シ ョ ン 番号 ABOO1287） とほ ぼ 同
一

の 配列を 持つ こ とが

明 ら か とな っ た。また，rDNA の 塩 基配列は株間に 差異

が 認 め られ ず，個体群の 識別 に は 不 適で あ る こ とが 示 さ

れ た 。一
方 ，コ モ ン プ ラ イマ

ーA70 ，A71 を 用 い た

RAPD 解析の 結果，　 Ho 株，　 Hy 株，　 NIES −6株 か ら は

共通 の パ ン ドパ タ
ー

ン が 得 ら れ た もの の ，NIES −5 株 の

み 他 の 株 に は 認 め られ な い バ ン ドが確認 さ れ た。こ の こ

とか ら，H ．　akashiwo の 個 体 群 識 別 に RAPD が 有効 で

あ る こ とが示 唆 され た 。

緑藻ア オ サ 類による微細藻の 殺藻作用

　 Raikar　S．　V ．（長大 海洋）・鳥居和生 （長大 生 産）・

　　　　　北村　等 ・°
藤 田雄二 （長大水）

【目的】褐藻 オ キ ナ ワ モ ヅ ク や紅 藻 ビ リ ヒ バ な ど で は 赤

潮プ ラ ン ク トソ を含む微細藻に対 す る殺藻作用 が報告さ

れ て い る 。 緑藻ア ナ ア オ サ Ulva　Pertusaで も 同様 な作用

が ある こ とが示 唆 さ れ て い る が，具体的 な検討 は な さ れ

て い な い。本研究で は ，ア オサ 属の 数種 に つ い て微細 藻

に対 す る殺藻作用の 有無 を調べ た。

【方法】長 崎県大村湾及 び 島原 市沿 岸 で 採 集す る か室 内

で 育て た リボ ン ア オ サ U．　fasciata，ア ナ ア オ サ （野 生 型

507

と浮遊型），ナ ガ ア オ サ U．aras αkii及 び オ オ バ ア オ サ

U．lactueaを供試 した 。 先ず，こ れ らの 生 葉体片 と微細

藻 （ラ フ ィ ド藻 3 種，渦鞭 毛藻 1 種，珪藻 2種 ，
ハ プ

ト藻 ・プ ラ シ ノ 藻 各 1種 ） との 二 藻培養 に よ る 微 細藻

に 対 す る殺藻作用 の 有無 を調 べ た 。 殺藻作用 が認 め られ

た．一
部 の ア オサ で は葉体の乾燥粉 末及 び粉末 か らの メ タ

ノール ，水 に よる粗 抽 出画分に つ い て 微 細 藻 に 対す る反

応 を調べ た。

【結 果】二 藻培養の 結 果，例 外は あ る が リボ ン ア オ サ ，
ア ナ ア オ サ （野生型 と浮遊型），オ オ バ ア オ サ は Hetero−

sigma 　akashiwo ，　OliSthodiscus　luteus，α 褊 oπ2磁 脚 鋤 α，
Gymnodinium　 mileimotoi に 対 して 殺 藻 作 用 が 認め ら れ

た。し か し，い ず れ の ア オ サ に も供試 した珪 藻 ，
ハ プ ト

藻，プ ラ シ ノ 藻 に 対 す る殺 藻 作 用 は 認 め られ な か っ た。
上 記 ラ フ ィ ド藻，渦鞭 毛 藻 の 懸濁液 1mJ 当 た り リボ ン

ア オ サ あ るい は ア ナ ア オ サ （浮 遊型） の 乾燥粉末 O．25
〜1mg を添 加 した場合，ラ フ ィ ド藻，渦鞭毛藻は 2〜8

時間以 内に 死滅した 。 同様 に 微細藻懸濁液 1mJ 当た り

リボ ン ア オ サ の メ タ ノール 抽出画分 200μg を 添 加 した

場 合 ，上 記 ラ フ ィ ド藻，渦 鞭 毛 藻 は 6時間以内に 死 滅

した。リボ ン ア オ サ の 水抽 出 画 分 に は こ の よ うな殺藻作

用 は認 め られ な か っ た。

ス サ ビ ノ リと カ イ ガラ ア マ ノ リの 種間融 合再生 系統株の

光 合成色素，遊離 ア ミ ノ酸含有量及び赤腐 れ菌抵抗性

　　　　　　
゜
鳥居和生 （長 大 ・生 産 ）・

　S．R．　Uppalapatl（京大 ・農）・藤 田 雄 二 （長大 ・水 ）

【目的 】養殖 ノ リへ の 赤腐 れ 病 抵 抗 性 形 質の 導 入 を 目的

に 作 出 され た 種 間 融 合 再 生 系統株 の Fl，　F2世 代葉体 に

つ い て 漁場 で の 試 験 養殖を 実施し，産業上 の有用 株 と し

て の 可能 性 を検討 す る。

【方 法 】研究室内 に 保存 さ れ て い た 養殖種 ス サ ビ ノ リ

（POtPhyra　yezoensis　Ueda ）T −14 株 と，赤腐れ 菌抵抗性

の カ イガ ラ ア マ ノ リ （P ．tenuiPedalis　Miura） の 間で 作

出さ れ た 2系統の 融 合株 フ リ
ー

糸状体 の 貝 殻穿孔 糸 状

体か ら採苗した 試験網 を ノ リ漁 場 に 張 り込んだ。成長 し

た 葉体 を採取 し ， 赤腐れ 菌 （1），thium　pmPhyrae，　C−1 株 ）

遊走子 を 接 種 して 赤腐れ 菌に 対す る抵 抗 性 試 験を 行い ，
産業上重要な形質で あ る 成 長，光合 成 色 素 。 遊 離ア ミ ノ

酸含有量を調 べ ，親株 で あ る ス サ ビ ノ リ とそ れ ぞ れ 比 較

した。

【結 果 】赤腐れ 菌接種試験 の 結 果 ，ス サ ビ ノ リ と比 較 し

て 融 合 系 統株 は，初期病斑 数 に よ る 抵抗性 が 認め ら れ

た 。しか し 2 系 統 い ず れ も Fl 世 代葉体 よ り も F2世 代

葉 体 の 抵抗性は 弱 か っ た
。 融 台系統株 の 成長 は スサ ビ ノ

リ とほぼ 同 じで あ っ た が ，光 合成 色 素量 ， 全遊離 ア ミノ

酸含有量 は，い ず れ も融合系統株の ほ う がや や 少 な か っ

た。また ，遊離 ア ミ ノ酸の うち主要 な 呈 味成 分で あ る ア
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